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7） Vgl. Müller-Armack (1940).
8） 例えば，Müller-Armack（1976, 11）では，この彼の構想にまつわる論文を集めた著書の序文おいて，




10） Müller-Armack (1940, 47).



























13） Müller-Armack (1941, 63).
14） Müller-Armack (1941, 46).
15） Müller-Armack (1940, 48).
16） Müller-Armack (1940, 48).
17） これに関連する重要な流れとして，アンドレーエ（J. V. Andreae），ケッカーマン（B. Keckermann），カ
リクスト（G. Calixt），コンリング（H. Conling）を挙げている。Vgl. Müller-Armack (1940, 48).
18） Müller-Armack (1940, 48).
19） Müller-Armack (1940, 48).
20） Vgl. Müller-Armack (1940, 48).
21） Müller-Armack (1940, 49).
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名古屋学院大学論集
らの立場の絶対化のなかで「歴史の平準化」（die Einebunung der Geschichte）22） へとすすみ，文
化諸形態の内的な結びつき，経済社会制度の内的な区別の視点は後退する。ミュラー＝アルマッ
クによれば，そうした啓蒙主義への反対運動として内的視点を再度取り戻す動きの中心となった
のがドイツであった。ヘルダー（J. G. von Herder）の哲学やメーザー（J. Möser）の保守主義思
想は，ロマン主義へとつながり，経済様式の歴史的・文化的な内的規定性の視点を取り戻してい
くことにつながったというのである23） 。この流れは一方で，歴史哲学の展開へとつながり，サン・
























22） Müller-Armack (1940, 50).
23） Vgl. Müller-Armack (1940, 50).
24） Vgl. Müller-Armack (1940, 50 ― 51).
25） Vgl. Müller-Armack (1940, 50 ― 51). 経済発展段階論とその方法論的検討については，Haller（1950）を参照。
26） これらの経済発展段階論の問題点については，vgl. Müller-Armack (1940, 54 ― 57).


























28） Vgl. Weber (1904).
29） Vgl. Sombart (1925, 14 ― 20). また，ゾンバルトの経済体制論については，Haller（1950, 61 ― 65）（邦訳，
61 ― 65），小林（1976, 194 ― 201）も参照。





フの記念論集に彼は寄稿している。Vgl. Müller-Armack (1933, 199 ― 204).
32） Müller-Armack (1940, 47).
33） Müller-Armack (1940, 46).
34） Müller-Armack (1940, 59).






























36） Müller-Armack (1940, 57).
37） それゆえ，彼は後に「文化様式」（Kulturstil）概念をさらに展開しようとする。これについてはvgl. 
Müller-Armack (1949).
38） Müller-Armack (1940, 57).
39） Müller-Armack (1940, 57).
40） Müller-Armack (1940, 57 ― 58).
41） Müller-Armack (1940, 58).
42） Müller-Armack (1940, 58).

























44） Müller-Armack (1940, 62).
45） Müller-Armack (1940, 62).
46） Müller-Armack (1940, 59).
47） Müller-Armack (1940, 59).
48） Müller-Armack (1940, 59).
49） Müller-Armack (1940, 59 ― 60).
50） Müller-Armack (1940, 60).
51） Müller-Armack (1940, 60).
52） Müller-Armack (1940, 60).
53） Müller-Armack (1940, 60).
54） Müller-Armack (1940, 60). このような動態理論の構築は，歴史研究のみならず，経済研究においてもミュ
ラー＝アルマックが目指したものであり，彼の立場を理解する上で重要な視点である。
55） Müller-Armack (1940, 60 ― 61).
























für Siedlung- und Wohnungswesen）の所長を勤めるとともに，1941年には「一般および繊維市場







59） Müller-Armack (1940, 46).
60） Müller-Armack (1940, 47).



























63） これについては，vgl. Dietzfelbinger (1998, 102 ― 104).
64） オイケンの歴史学派および経済様式への批判については，Eucken（1940, 70 ― 81）を参照。
65） Eucken (1940, 26).
66） Vgl. Eucken (1940, 70 ― 81).






































72） この連邦経済省時代については，vgl. Müller-Armack (1973).
73） Müller-Armack (1956, 243).
74） Müller-Armack (1956, 244).
75） ミュラー＝アルマックは，最晩年に次のように述べている。「社会的市場経済は大文字で書かれる。そ
れが私の最後の願いであります」（Müller-Armack, 1978, 117）。
76） Müller-Armack (1956, 245).
77） Müller-Armack (1956, 245).
78） Müller-Armack (1956, 246).
79） ミュラー＝アルマックの社会的市場経済構想については，村上（2001）を参照。
80） Müller-Armack (1952).





























82） Müller-Armack (1952, 234).
83） Müller-Armack (1952, 237).
84） Müller-Armack (1952, 237).
85） Müller-Armack (1952, 238).
86） Müller-Armack (1952, 235).
87） Müller-Armack (1952, 238).



























いる。Vgl. Müller-Armack (1950, 560).
91） Müller-Armack (1950, 576).
92） Müller-Armack (1950, 576).
93） Müller-Armack (1950, 563).
94） Müller-Armack (1950, 563).






































100） Dietzfelbinger (1998, 104).
101） Dietzfelbinger (1998, 233), Dietzfelbinger (2009, 108 ― 109).





104） Dietzfelbinger (1998, 234), Dietzfelbinger (2009, 114).
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